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Overview 

• ドイツの化学分野での国際的実績 
• 優れた実績の15の原因 
• 結論 &展望 



ドイツの化学分野での国際的実績 



Global Ranking 

QS World University Ranking by subject –  
chemistry, 2012 
 
1. MIT   - US 
2. University of California            - US 
3. Harvard University - US  
4. Stanford University  - US  
6.    University of Oxford - UK 
12.  ETH Zürich   - Swiss 
14.  The University of Tokyo  - Japan 
18.  Kyoto University  - Japan 
21.  TU Munich   - Germany  
39. Tokyo Inst. of Techn. - Japan 
42. University of Heidelberg - Germany 
46. Osaka University  - Japan 
49. RWTH Aachen                     - Japan SOURCE: Thomson ReutersWeb of Knowledge® 

Selected nations:  
Relative impact in chemistry 

http://scientific.thomsonreuters.com/
http://thomsonreuters.com/products_services/science/science_products/scholarly_research_analysis/research_evaluation/


日本とドイツの論文数シェアとTop10％補正論文数シェアの推移 
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（注）途中結果であり、最終的な結果が変わる可能性がある。 
（注）article, article& proceedings, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより 
       分析。3年移動平均値である。トムソン・ロイター社 Web of Scienceを基に、科学技術 
       政策研究所が集計 

Source：科学研究のベンチマーキング2012（近日公表予定）, 
NISTEPの第5回科学技術政策研究レビューセミナー、「研究論文に 
着目した大学ベンチマーキング～日独比較の試み～」,2012年12月7日 



日独分析対象大学のTop10％補正論文数の推移 

（注）途中結果であり、最終的な結果が変わる可能性がある。 
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ドイツの大学の化学分野での優れた実績の 
15の原因 



原因１: 化学研究の強固な基盤 

 長年の伝統 

 1989年の東西ドイツ統合 => 科学出版物へのブースト（後押し）！ 

 一流の研究機関や大学、化学産業市場におけるリーダー 

 

ドイツの大学の数:  

• 383機関: 154総合大学, 176工科大学,  53 芸術系単科大学 

 60総合大学,   22工科大学に、化学研究グループと学部 

 

職員数/ 大学生数 

• ~580,000 (~300,000科学者), 212万人大学生 (12%留学生) 

 化学学部でのフルタイム専門職員数：7,336人(2000) => 8,990人 (2009)  



Source: MEXT  2011 

原因２: 研究費の増加 



研究費の対 
GDP比の 
国際・部門別 
比較, 2009, % 
 

大学 

研究機関 

民間非営利団体 

産業界 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 22 



研究費推移 
のドイツ国内 
部門別比較 

大学 大学以外の研究機関 

対GDP比における研究・開発支出 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 23 
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競争促進 

化学分野の 
第三者型資金 

と各大学の論文
数の間に見られ
る高い相関性 
(Source: Förderatlas 2012, 
DFG, p. 180) 

基本資金 第三者型資金 第三者型資金比 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 30 

原因３: 第三 
者型資金の 
増加 

大学の基本資金と第三者型資金の推移 



ドイツはEU資金の
トップシェアを持つ 

EU FP7における

研究・開発資金、
Mio. Euro 

研究機関 

大学 

民間部門（産業界） 

Germany 

UK 

France 

Italy 

Netherlands 

Spain 

Switzerland 

Sweden 

Belgium 

Greece 

Austria 

Finland 

Denmark 

Spain 

Israel 

Norway 

Irland 

Portugal 

Poland 

Ungary 

Czech Rep 

Slovenia 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 51 



Target country 

ドイツでのERCが助成する外国人科学者数 

ERCが助成するドイツ出身の科学者数 

対象国 出身国 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 58 

ERCが助成する外国科学者数,対象国と出身国
別比較 

原因４:  
ドイツの科学者 
の高いモビリティ 
  



協力形態における化学分野での共著 
ドイツ、2008-2010 

ドイツの国際協力の重要性 
• 108ヶ国と連携 
• アメリカの研究者との共著が最多 

• ヨーロッパ内の盛んな連携（フランス、  
イギリス、スイス、スペイン、イタリア、   
オランダ）  

• 他の国々：ロシア、中国、日本、インド、  
カナダ、オーストラリア 

化学研究における世界的連携 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 182-183 

20,3% 
国内 

36,5% 
組織内 

43,2% 
国際 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 182-183  
トムソン・ロイター社Web of Scienceによるの化学分野での共著,  
2008-2010 (対象: ドイツの大学40校) 

原因５: 国際協力 



 グローバル競争の激化とタスクの複雑化 
• 技術革新の加速 
• グローバルな研究と教育の「市場」での競争の必要性 
• 複雑化したタスク遂行の必要性 (資金,国際化,効率性,評価,顧客志向,PR等) 

 

 ドイツの大学の自治性の向上 
• 1990年代から: 大学のガバナンスの省庁から大学指導部への移行 
    （ドイツの大学の大部分は州政府の管轄から大学自治へ） 
• 大学のガバナンスにおける重要なシフト：学者と学生の民主的共同体としての  
大学の「アドミニストレーション（管理）」から、グローバル「科学市場」において、
競争力を持って機能する企業としての大学の「マネジメント（経営）」へ 

 

 促進剤としてのエクセレンス・イニシアティブ（第1期2005年） 

原因６: 新しいガバナンス・モデル 



学部 
大学 

目標 

以前: 
• 全体としての方向性がない 
• 断片的な戦略的方針 
• 大学の順応性:個々の目的に向かう 
• organized anarchy  
       (Cohen/March/Olsen 1972)  

今後: 
• 共通の目的 
• 明確な戦略 
• 大学の順応性: 共通の目的に向かう 
• 効率的な業務遂行 
• 信頼のおける相互関係 
• corporate acteur (Coleman 1986) 

commercialization (Clark 1998) 

原因６: 新しいガバナンス・モデル 



 戦略的かつ有効的なサイエンスマネジメントの重要性  
• 15年間前から: ドイツの高等教育機関及び研究機関における 

          サイエンスマネジメントの必要性が明らかになってきた 
• サイエンスマネジメントの職業化、外部からのアドバイス 
• 様々なレベルでのサイエンスマネジャー教育(大学・研究機関・民間企業で） 

 
 ドイツには米国と違って「サイエンスマネジメント」を利用 

• サイエンスマネジメントは:一般的な（経済の）マネジメント方式を 
  柔軟かつ非官僚的な方法で科学システムに適応させること 

 
 Management OF Science => Management FOR Science 
 To stay internationally competitive, we do not only need more money for research,  
      we also need more research for money! 

原因６: 新しいガバナンス・モデル 



ドイツの研究を国際競争の土俵に 

2009年6月4日、ドイツ首相及び州首相らが以下の3つの合同事業 
継続の合意書に調印 
• 研究・イノベーション協定 
• 高等教育協定2020 
• エクセレンスイニシアティブ （第2期の決定） 
 
ドイツの科学界の国際化強化と需要に応じた修学機会の提供を 
目的としている 
 
総合予算：約180億ユーロ （2019年まで） 

原因７: 政策改革 
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 ドイツの大学の伝統的概念 
• 全ての大学は平等であり、平等に扱われるべきである 

 

 エクセレンス・イニシアティブ 
• 不平等性と競争という方針 => エリートを助成 
• 政治目標と科学目標の一体化  

• Clusters of Excellenceを設立し、ドイツの大学の研究力を強化 
• ドイツの国際競争力と知名度を向上 

 

 ドイツの大学は広範にわたる前向きな研究コンセプトを提出 
 柔軟性に欠けるとして退けられていた大学の独自の革新性が証明された 
 ドイツの大学の重要かつ成功した改革 

原因8: エクセレンス・イニシアティブ = ビッグバン 



 2004:  協議 − 当初の目標として「ドイツ版スタンフォード」 
 2005:  決定 

• 構造開発への焦点 
• 既存プログラムの基本的な助成制度の策定 
• 柔軟性と多様性を奨励 
• 完全に科学的卓越によるプロセス遂行、国際的な調査委員会による査読 

 
 大学が各自の優先順位を決定するための大規模な追加資金  
  （ドイツの科学政策の歴史において初めて） 

 ドイツの大学の自治の新段階 
 ドイツの大学の新時代：強みと弱みに分析に基づいた自己評価 

原因8: エクセレンス・イニシアティブ = ビッグバン 



 2005: 第1期開始（2006/7 – 2012） 
 2009: 第2期への更新が承認（2012 − 2017） 

 
 予算 

• ドイツ連邦政府（75%）と州政府（25%）による共同出資 

第1期 
2006/7 - 2012 

19億ユーロ 
年間3億8000万ユーロ 

第2期 
2012 - 2017 

27億ユーロ 
年間5億4000万ユーロ 

エクセレンス・イニシアティブ 



1. 大学院設立構想（Graduate Schools, GS） 
• 優れた研究環境の中での優秀な若手研究者の育成、 
  研究機関との協力 
• 国際的ネットワークとリクルート 
• 若手研究者の自立が可能 

2. 研究拠点設立構想（Clusters of Excellence, ExC） 
• 国際的に知名度と競争力が高い研究拠点  
• 最先端な科学的問題に取り組むために、研究機関や 
  産業界との学際的連携と協力 

3. 大学の将来構想 （Institutional Strategies、”elite universities”） 
• 国際競争力向上のためのトップレベルの大学の研究の推進  
• 資格：最低1つのGSと最低1つのExCへの認定が条件 

エクセレンス・イニシアティブ – ３つの要 

DFG 
The German 
Research  
Foundation 

German 
Council on  
Science and  
Humanities 
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同様の 
プログラム 

他国に 
例を見ない 



エクセレンス・イニシアティブ- 第2期の決定 (2012 – 2017) 

Graduate Schools (GS)  
45  
33校は第１期から継続 

助成金の平均 
年間1,600万ユーロ 

Clusters of Excellence (ExC) 
43  
31校は第１期から継続 

助成金の平均 
年間6,600万ユーロ 

Institutional Strategies (IS) 
11  
6校は第１期から継続 

助成金の平均 
年間1億2,500万ユーロ 



11% 

60% 

 
29% 

Graduate Schools
Centers of Excellence
Institutional Strategies

エクセレンス・イニシアティブ – プログラム別採択比, % 

Source: DFG 



原因９：垂直的分化  
• 「エリート/エクセレンスのマーク」 
を介して、採択された大学の 
国際的知名度の向上 

• 優秀な研究者のリクルートに 
プラス 

原因９：水平的分化  
• GSとExCの資金によって、 
      大学自ら優先研究テーマの策定 
       
 「平等主義」から競争に基づく 
「エリートシステム」への転向 

 国際競争力を持つ大学 
 成功事例（現在に至るまでのところ） Source: DFG 

エクセレンス・イニシアティブ
の効果  



エクセレンス・イニシアティブ の 効果 

 予想を超えたダイナミックス: 
• 改革への意欲にプラス（高いレベルのコーポレートアイデンティティ） 
• 大学の戦略的計画にプラス  
• 競争力のあるプロファイル作成 

 法令の改正、柔軟化 
• 連邦政府と州政府レベル、そして大学レベルでも 

 新しい「統制体系」の施行  
• 例）最先端研究支援：マネジメント改革支援や、ハイリスク研究の初期資金 
  としての「準備資金」の分配などのため、大学に戦略的顧問委員会の設置 

原因10: アイディア競争 => 革新性と高い多様性  

原因11: 異なるガバナンスモデルとサイエンス・マネジメント 
                  構造の競争  



エクセレンス・イニシアティブ の 効果 

原因15: 研究と教育の関係の再定義 
• 柔軟化のための新しい手段と可能性、例）教育の一時的免除；大学以外の 
研究機関の研究者が学生の教育に従事 

原因12: 大学と研究機関の目新しい組織的連携 
• 財政に関しても大学は対等なパートナーとなる 
• 大学の伝統である制度的分離の抜本的改定（「Entsäulung」） 

• 国際知名度に強い影響    

原因14: 若手研究者支援と早期自立促進  
• 首尾一貫のキャリアシステム構築、例）テニュアトラック制度 
• 他の革新的取組み（キャリアセンター等）による独自の研究グループの確立 
 新たに4,000のポジションが作られた（第1期） 

原因13: 国際化の強化 
• 様々な戦略、例）海外オフィスの設立 



ドイツの大学における 
エクセレンス・イニシアティブ 

と化学研究 ：ベストプラクティスの例 
 

• 15のGSと14のExCに資金提供 
• 様々なアイディアと構造 
• 大学の広範なスペクトル 
• 研究機関と産業界との強固な連携 
 
 TU Berlin: ExC, 250名の化学者、物理学者、 
       生物学者、工学者；4大学と2つの 
      Max Planck Institutesとの共同研究 
       => 知識の伝達 
 University of Constance: GS  
      伝統的に人文・社会学に強い大学院への 
      情報システム研究の組込み 
      =>異分野提携 
 University of Heidelberg: ExC, 組織戦略への 
      組込み,研究機関や産業界との様々な連携 
      =>学生の共同教育 



結論 &展望 



 大学の組織改革と専門的サイエンスマネジメント 
• 大学の自治性を活用と競争力の維持のために最重要 
• しかし、民主的意思決定という長い伝統を持つ学術組織にとって、 
急進的な組織改革はしばしば困難  

• しかも、多くの大学は大きなプレッシャーやその必要性を感じていない  
• 結果として、学術組織における組織改革は、悲痛なほど時間を要する  
 

 ドイツの大学 
• 比較的短期間での組織改革に成功 – エクセレンス・イニシアティブという 
非常に競争率の高い大規模な外部資金の存在が要因  

科学のグローバル競争 



 ドイツの大学と化学研究 
• 高い国際競争力 
•  エクセレンス・イニシアティブによる様々な革新的コンセプトと多様性 
• リスクテイキング、試行錯誤（科学的、組織的な意味での） 
 

 将来的な高い可能性 
 安全かつ実績が保証された道はない! 
 しかし、疑いの余地なく、大学は新しい航海に乗り出さなければならない 

科学のグローバル競争 



Thank you for your attention! 

Contact: 
 
株式会社 IRIS 科学・技術経営研究所  
代表取締役社長 Dr. Iris WIECZOREK （イリス・ヴィーツォレック） 

 
〒 150-8512東京都渋谷区桜ヶ丘町26-1, セルリアンタワー15階 

Phone  +81 (0)3 3470-7257   Fax +81 (0)3 4496-6176  
Mobile  +81 (0)80 3001-5567  
iw@science-iris.org   
www.science-iris.org (準備中） 
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化学分野の 
大学への 
DFGからの 
資金提供、 
2008-2010年 

Source: Förderatlas 2012, DFG, p. 150 

72,9 Mio. € 



ドイツの大学における 
エクセレンス・イニシアティブ 

と化学研究 ：ベストプラクティスの例 
 

• 15のGSと14のExCに資金提供 
• 様々なアイディアと構造 
• 大学の広範なスペクトル 
• 研究機関と産業界との強固な連携 
 
 TU Berlin: ExC, 250名の化学者、物理学者、 
       生物学者、工学者；4大学と2つの 
      Max Planck Institutesとの共同研究 
       => 知識の伝達 
 University of Constance: GS  
      伝統的に人文・社会学に強い大学院への 
      情報システム研究の組込み 
      =>異分野提携 
 University of Heidelberg: ExC, 組織戦略への 
      組込み,研究機関や産業界との様々な連携 
      =>学生の共同教育 


